
電話番号

②成果参考指標の目標（実績）と施策の現状、及びその評価

年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

目標値 15.0 15.0 15.0 15.0 目標値 10.0 10.0 10.0 10.0

取組目標値 取組目標値

実績値 24.0 実績値 7.0

達成率 － － － － ％ 達成率 － － － － ％

目標値 50.0 50.0 50.0 50.0 目標値 32.5 40.0 40.0 40.0

取組目標値 取組目標値

実績値 69.0 実績値 23.7

達成率 － － － － ％ 達成率 － － － － ％

③評価時点での施策目的に対する現状

④今年度末の施策目的の達成度予測

⑤課題の認識

⑥今後の取組みの方向性

更新日： 2017/1/18 11:39

（１）平成３１年度
末の施策目的の達成
状況（予測）
Ａ:達成できる
Ｂ:概ね達成できる
Ｃ:達成は困難

判断 その理由（④の「判断」と異なる「判断」の場合のみ記載）

A

（２）施策の目的達
成に向けての課題

・高校生（特に県内高校生）にとって魅力ある進学先となっているか検証を行いながら、大学運営を行う必要がある。
・教育の質確保につながる授業改善の取組を強化する必要がある。
・地域社会への人材輩出のため、学生に対して、県内企業の魅力や特徴の周知を図っていく必要がある。

浜田キャンパスの将来構想の構築、平成３０年度の松江・出雲キャンパスの四年制化の実現など、魅力ある大学づくりを一
層進めることにより、施策目的の達成は可能。

課題解決に向けての
今後の取組みの方向
性

・県内高校生や地域のニーズを把握し、引き続き進学先として魅力ある大学づくりに取り組むとともに、大学の取組みや特色の一層の周知に努めるた
め、高校訪問の強化を行うなど、大学の特徴や学生の受入れ方針の周知に努めるともに、県内高校生や地域のニーズをつかみ、進学先として魅力ある
大学づくりの取組みが一層必要である。
・より質の高い教育の提供を図るため、授業公開の実施や学生アンケートの活用等により、授業内容や授業方法の改善に取り組む。
・一方、少子化の進行と高校生の志願動向の変化などに対応するため、県立大学では大学の魅力向上のための取組みや諸検討を進めている。特に、松
江及び出雲キャンパスでは短大の四年制化を決定し準備を進めている。
・また、浜田キャンパスにおいても魅力ある大学づくりに向けた将来構想の検討を行うなど、施策目的を達成するための体制整備を進めているところ
である。
・キャリア支援の充実や県内企業の魅力を知る機会となるインターンシップの拡充が重要であり、県内高等教育機関（島大・高専）との共同による
「しまね協働教育パートナーシップ（ＣＯＣ＋）」において、インターンシップの拡充に向けた検討を、産学官が連携して進めるなどの取組みを開始
しており、関係団体・企業との連携を図りながら一層強化していく。
・県民のニーズに対応した体系的・継続的な学習機会を提供するため、公開講座の開催や履修証明プログラムの実施などの取組みを充実させる。

目的
自主･自律的な運営による魅力ある学校づくりを進めながら、地域社会に貢献する優れた人材を育成するよう、地域に密着した研究活動や教育活動の充実を図
る。

数値目標

・学生募集について、積極的に高校訪問を行い、３キャンパスで合計４０１校（対前年度比６３校増）の高校訪問を実施したほか、テレビＣＭ等効果
的な媒体を活用した広報に努めた。
・浜田キャンパスでは、自己推薦入試について県内高校訪問や高校進路指導部との情報交換を通して出願期間や入試実施日程の見直しを行った結果、
87名（うち県内者５５名）、昨年比３９名増の志願者獲得につながった。
・島根大学・ジョブカフェしまね・島根県立大学の共催で「インターンシップ情報交換会」を開催し、学生の活動を企業等社会人に広め、インターン
シップの活性化を図った。
・出雲キャンパス支援ネットワークの協力を得て、出雲市駅前にサテライトキャンパスを設置し、県民のニーズの対応した公開講座、健康づくり講座
を開講した。

定性目標
平成28年度～平成31年度

　

短期大学部公立短大志願
倍率の順位

％ 県立大学（浜田）の入学
者に占める県内出身者比
率

％

成果参考指標の実績
等の補足説明（任意
記載）

評価時点で施策目的
に対する現状
（客観的事実・デー
タなどに基づいた施
策の現状や取組状
況）

数値目標

２８年度の施策目的
の達成度予測

Ａ:達成できる
Ｂ:概ね達成できる（見直す
点がある）
Ｃ達成は困難

・志願者確保では、高校訪問、オープンキャンパス等の実施により大学の魅力・特徴の周知に努めた。一般入試の志願倍率
は浜田・松江キャンパスは前年度を上回ったが、出雲キャンパスでは前年度比減。また、入学者に占める県内出身者割合は
３キャンパスとも前年度を上回った。しかし、志願倍率では３キャンパスとも、また県内出身者割合では浜田キャンパスに
おいて、平成28年度目標値とは隔たりがある。
・地域のニーズに対応し県民に対する学習機会等を提供するため公開講座を継続して開催しているが、受講者数は減少。
・県内就職では、「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」において県内の高等教育機関で平成31年ま
でに10％増の目標を掲げ県内企業へのインターンシップの取組みを強化しており、参加者数は増加。
・今後、県内就職率の向上に向けインターンシップにおける学生と県内企業とのマッチングを強化していく必要がある。

B

判断 その理由

事務事業所管部局長
（幹事部局） 総務部長　松尾紳次 5916

県立大学（浜田）公立大
学志願倍率（人文・社会
系）の順位

％ 県立大学（出雲）公立大
学志願倍率（薬・看護
系）の順位

①施策の目的等

施策の名称

施策評価シート 評価実施年度： 平成２８年度

％

施策Ⅲ－１－４　高等教育の充実



②総合発展計画に定める成果参考指標の目標（実績）

項番 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

目標値 60.0 60.0 60.0 60.0

取組目標値

実績値 63.8

達成率 － － － － ％

目標値 70.0 70.0 70.0 70.0

取組目標値

実績値 69.8

達成率 － － － － ％

目標値 35.1 38.2 40.1 42.5 45.1

取組目標値

実績値 35.0

達成率 100.3 － － － ％

目標値 343.0 383.0 408.0 439.0 473.0

取組目標値

実績値 407.0

達成率 81.4 － － － ％

目標値 5,700.0 5,800.0 5,900.0 6,000.0

取組目標値

実績値 5,400.0

達成率 － － － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － ％

目標値

取組目標値

実績値

達成率 － － － － ％

8
県内高等教育機関から県内企業
へのインターンシップ参加者数

人

施策評価シート別紙１（５以上の成果参考指標がある場合のみ記載）

施策の名称 施策Ⅲ－１－４　高等教育の充実

指標名等

5
県立大学（出雲）の入学者に占める
県内出身者比率

％

6
短期大学部（松江）の入学者に
占める県内出身者比率

％

7
県内高等教育機関卒業生の県内
就職率

％

12

11

10

9
県立大学・短期大学部の公開講
座受講者数

人



（単位：千円）

1 公立大学法人評価・管理事業
公立大学法人島根県立大学の業務実績の評価、業務改善勧告、その他地方独立行政法人法に定められた事項を処理するため、公立大
学法人評価委員会を設置し、的確な実績評価等を行い、中期目標を確実に達成するよう管理する。 220 534

総務部総務
課

2
公立大学法人島根県立大学
運営費交付金

法人の自律的な運営を促しつつ、財務上の健全性を保つ 1,812,640 1,852,954
総務部総務
課

3
公立大学法人島根県立大学
特殊要因経費補助金

法人の自律的な運営を促しつつ、財務上の健全性を保つ 63,059 60,000
総務部総務
課

4
島根県立大学学部等設置事
業

１８歳人口の減少などに伴う、県内高校生の４年制大学への進学志向、栄養・保育など資格職に求められるニーズの高度化などに対応する
ため、松江キャンパスを４年制大学化するとともに、高校生等の短大進学ニーズを踏まえ、短大の一部を存置する。 154,500 610,996

総務部総務
課

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

所管課名
前年度
事業費

目的（意図）事務事業名
今年度
事業費

施策Ⅲ－１－４　高等教育の充実施策の名称

施策評価シート別紙２（事務事業一覧）


